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オランダがんセンターの紹介 

  
– 言語聴覚士 
– 臨床研究者・指導者 

 
   



あなたの身体に起こる変化を理解しましょう 

身体構造上の変化 
ボイスプロテーゼが果たす役割 
 



音声獲得率を高めるための訓練 

• 発声・スピーチ練習 
– 言語聴覚士がチーム医療に加わっている国では高い音声獲得率が得
られています。（スペイン：74％、オランダ 95％） 

 
– 患者様にボイスプロテーゼ使用方法をトレーニングし、最良の発声獲得
を目指します。 
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トレーニングのステップ 

1. 永久気管孔 

2. 空気供給 

3. ヴォイスプロテーゼと気管食道シャント孔 

4. 音源 

5. 声道 – 明瞭度 



永久気管孔 

• 耳障りな音、目障りな動作を無くすこと   
– 指のみを動かす 

– 肘を前に動かさない 

– タイミングに気を配る 

– 密閉させる 
• 最少限の力で、無駄な力を入れない 

• 正しい指の位置 

• アドヒーシブとボタンの密閉  

• 左手か右手か？ 

• 人工鼻と自動スピーチバルブの使用 



空気供給 

• 健全な肺機能を保つために人工鼻が必要 

• 十分な呼気圧を保つこと 
– 少ない方がいいが、ゼロではダメ 

• はじめはやさしく 
– 急に発声しようとすると新声門への空気の流れを妨げる 

• スムーズは空気の流れを作る 

• 腹式呼吸を使って 
– 首の緊張を和らげる 

• 自然な息継ぎ、フレーズ、流暢さ 

• 発声時間を延ばすように。より楽に自然に話すように。    



ヴォイスプロテーゼと気管食道シャント孔 

• ヴォイスプロテーゼ 

– 清潔に保つ 

– どんなふうに見えているか？ 

• 声色が変化したり発声しにくくなったら・・・ 
– 主治医または言語聴覚士にすぐ知らせること 

• ボイスプロテーゼ周辺組織に変化を感じたら・・・ 
– 主治医または言語聴覚士にすぐ知らせること 

• 取扱説明書をよく読んで、説明書に沿って使用すること 

 



ヴォイスプロテーゼのお手入れ 

• ブラシ 

– 1日2回と毎食後を目安に 

– 前後に動かし、くるっと回してお手入れ -rotate 

– 使いやすいように曲げて使える 
• 回せなくなる 

• 曲げるのは1回まで 

• 金属部分は曲げないこと 

• フラッシュ 

– 1日2回と毎食後を目安に 

– 効果は実証済み1 

– 空気か水で（両方も可） 

– 曲げて使える 
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漏れているときは以下のことが生じています 

• ほとんどいつも: 

– 飲み物を飲むと咳が出る 

• 時々: 

– 飲んだ後、食物に変色した粘液が付着 

– 粘液の量が増える 

• 周囲または内径から漏れている 



適切な時期に交換しましょう 

• 漏れを防ぐ為にプラグを使用する 

 

• 主治医に交換時期かどうか診てもらう    

–誤嚥を避ける 

–脱水症状を避ける 
 



音声源 

• 手術内容によって決まってきます 

• 以下に注意を払いましょう： 

–姿勢 

•背筋をまっすぐに 

• リラックスして 

–頭の位置 

•自然に 

• リラックスして 

•最も声が出しやすい位置で 



次のことに取り組んで、更に上達しましょう 

• 音程 

• 抑揚(イントネーション) 

• アクセント 

• 流暢さ 

• 歌う 



明瞭度 

• 電話での話し方 

–受話器を気管孔から離し、口の前にもってくる 

• 大声は不要。はっきりと話すことを心がける 



こんなこともできるようになりますよ！ 



今日のまとめ 

• 気管孔を密閉すること 

• はじめは優しく声を出す 

• 規則正しくスムーズな空気供給を心がけて気 

• 気を楽に、リラックスして発声をする 

• 良い姿勢で 

• 怒鳴らず、「はっきりと」を心がけて 


